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Mesh structures formed by two kinds of precursor molecules with/without nitrogen 
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グラフェンに周期的にナノメートルサイズの穴のなら

んだ構造であるグラフェンナノメッシュを前駆体分子の

重合によって形成できることを我々は報告してきた[1]．

一方，窒素を含むグラフェンはバンドギャップが変化す

ることが報告されている[2]．窒素を含まない 1,3,5-トリス

(4-ブロモ)ベンゼン(TBPB)分子（Fig.1）と窒素を含む 2,4,6-

トリス(4-ブロモフェニル)1,3,5-トリアジン(TBPT)分子

（Fig.1）を混合して構造を形成した場合には，一部に窒

素を含むメッシュ構造を形成することが予想される．本研究で

は窒素有無の異なるこれらの分子を前駆体分子として同一基

板上に蒸着し，加熱によって形成した構造を STM を用いて評

価した．実験では，Au(111)表面にこれらの分子を逐次的に蒸

着した．その後，基板を 473K で 30 分アニールし，形成された

構造を STM で観察した． 

Au(111)基板上に 2種類の分子を蒸着したSTM像をFig2に示

す．分子はヘリングボーン構造のエルボーに吸着し，三つ葉状

のイメージで観察された．このイメージから 2 種類の分子を判

別することはできなかった．473K でのアニール後では，メッ

シュ状の構造が形成された（Fig.3）．一部にはハニカム状の規

則的な構造も観察され，そのサイズはウルマン反応によって

分子が形成すると予想される構造とほぼ同様であった．それ

以外にも歪んだ形状の穴も多く観察された． 
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Fig1(a)1,3,5-tris(4-bromophenyl-benze

ne(TBPB).(b)2,4,6-tris(4-bromoph

enyl)-1,3,5-triazine(TBPT). 

 
Fig.3 STM image of the structure 

formed by the molecules after 

annealing at 473K. 

 

Fig.2 STM image of the molecules 

deposited on Au(111) surface. 
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